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信時刻などによって一様でなく，雑音の性質，混信の有

無，音響生理上の問題などが原因していると思われるが

詳細は明らかでない。

仏） 中間周波数段に挿入するフィルターは，メカニカル

フィルター， LC型フィルターのいずれがよいかは，受

信点、，受信時刻〈雑音の性質，混信〉により一概には決

められない。

l5l 従来測定方法として人間の耳による聴取判定法がし

ばしば行なわれているが，今回のように受信信号の品位

を階級別に判定する方法でなく，受信限界を判定する方

法をとれば充分な信頼性のあることが確認された。

現在，遭難自動通報設備（A1電波 2091kc）におい

ては有効通達距離昼間海上 90kmで 25μV/m (28db) 

を規定しているが，今回の実験結果及びある程度のフエ

ーデイングマージンを考慮に入れても，規定の電界強度

より下げ得るのではないかと思われる。特に昼間の値で
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規定する場合は実測結果（99%信頼度で約lOdb）より

更に lOdb程度低い値が得られるので送信電力の節約

あるいは有効通達距離の増加が可能である。ただし遭難

符号と同時に送られる方探符号を対象とする場合につい

ては現在方探機器の感度が 20db(S/N=lOdb）程度で

あるので別に考えなければならない。

ィ以上 Ai遭難通信受信に際しての所要電界強度γ 及び

受信帯域フィルターの型式，雑音との相関についてはな

お詳細な検討が必要であり，特に Ai受信〈音響〉に対

する妨害雑音の測定基準についても検討の必要がある。

また今回の結果を完全にするためにはフエーデイングに

対するマージンの実測も必要であろうし，他の電波型式

について実測を行なうととも興味がある。

終りに本実験に対して懇切な指導をいただいたJll上機

器課長，並びに種種援助を得た平磯電波観測所，羽田湊自

漁業無線局の諸氏に対して心から感識する。
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